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梅雨入り宣言が出たものの、空梅雨で、

暑い日が続いています。このままだった

らどうなるのかと心配しているところで

す。

さて、先日行われた「しょうぶの里ま

つり」におじゃましました。ステージや

バザー、作品展など内容豊富で、１日楽

しむことができました。来客の多さと併

せて、地域の方の参加やボランティアさ

んも多く、日々の地域とのつながり、関

係機関とのつながりにも感心したところ

でした。ぎんなん作業所も野菜の販売や

リサイクル回収など、多くの地域の方に、

自然に立ち寄っていただいています。直

接ではありませんが、地域との共生がで

きていると感じています。障がい者の福

祉に係わるときに大切なのは、障がい者

の方が地域から隔離されないことではな

いかと思います。地域での生活の内容、

方法は個々により違い、その支援につい

ても個々だと思いますが、その支援を受

け、社会の一員として自然に生活してい

けるといいなと思います。

昨年度、髙橋前施設長さんがホームペ

ージをリニューアルされ、多くの方に見

ていただいていました。今年度も引き続

き毎週更新していこうと思っていました

が、私のパソコンへの知識の無さからま

だ、更新することができません。申し訳

ありません。今しばらくお待ちください。

【さつまいもの定植】

６月１５日（木）に、毎年お世話にな

っている東区戸島の塩井さんの畑で、さ

つまいもの定植をしました。塩井さんに

は畝つくり、マルチ張り、マルチの穴開

けまで準備していただき、畑に到着後す

ぐに定植をしました。

①みんなで

力を合わせ

たので長い

長い畝もあ

っという間

に定植でき

ました。

②１本１本

の苗を、向

きを間違え

な い よ う

に、２本の

指で押し込

みながら定

植 し ま し

た。

③お昼は運動公

園の中の休憩所

で昼食を取り、

景色を眺めたり

してゆったりと

過ごしました。



【熊大附属支援学校職場体験実習】

熊本大学附属支援学校の２年生の３名

の方々が職場体験実習にこられました。

作業所の利用者の方も実習に来られるの

を楽しみに待ちわびていました。

６月６日～８日の３日間でしたが、最

初の２日間は午前中、最終日は午後まで

の体験でした。仕事は缶つぶしの仕事を

していただきました。初めはペダルを思

うように踏み込むことができず、苦労を

されていたようです。ただ、要領をつか

まれると、それぞれのペースで仕事を進

めることができるようになられたようで

す。中には第二ぎんなん作業所の利用者

の方の仕事の様子を見て、スピーディに

仕事をされる方もいらっしゃいました。

３日間の体験でしたが、日頃とは違っ

た環境の中でいろいろなことを学び、い

ろいろな経験をしていただけたのではな

いかと思います。これからの学校での学

習も頑張っていただけたらと思います。

【野菜の収穫をしました】

①ジャガイモはコ

ンテナに８箱分の

大量収穫でした。

②タマネギは収穫

した後、整えてか

ら、販売しました。

③今年もたくさん

のニンニクが獲れ

ました。試食しま

したが、甘くて香

りたっぷりのニン

ニクでした。

④穫れた作物は、

注文を取ったり、

作業所の前で無人

販売をしました。

【受託作業の様子】

作業所では、利用者の方と職員で、地

域の方々から依頼のあった仕事（除草、

剪定、運搬等）を行っています。先日は

山鹿の分譲地の除草作業の依頼を受け、

作業を行いました。

①刈払機で草

を刈った後、

レイキで集め

ます。トラッ

クに載せやす

いように集め

ます。

②刈草は、軽ト

ラックに積み込

んで地域の環境

工場に運び込み

ます。

③作業が終

わった後は、

短い草もな

いくらいき

れいになり

ます。

【新しい仲間を募集しています】

現在、第二ぎんなん作業所では、定員

に空きがあります。和気あいあいとして

いて、温かく細やかな支援が自慢です。

昨年の保護者アンケートで「通わせてよ

かった」という回答が１００％であった

ことがその現れだと思います。もし、こ

れから就労継続支援Ｂ型事業所を利用し

たい、または、関心がある方は、ぜひ一

度見学、体験をされてみませんか。お待

ちしております。


